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12. 衣料防虫剤ゐ痕虫 ･忌避効果について 太田 馨.(京都女子大学家政学部).36.4:30垂垣.

衣料防虫剤として広 く用いられているパラジクト ルベンゼン･ ナフタリンおよび刷 的 どの熟良二
力を･アズキゾウムシ成虫を用いて浸泊法で試験した. その節恥,こ̀れ~らの防虫剤はいずれも低い鐙I
性しか示さなかったが, その LD50はパラジクロールベンゼン 7.95g/100m1,柑脱 4..47g/100ml,''

ナフタ.)ン2.24g/100mi であった.また,これ･らの防虫剤は殺虫作用のほかに忌避効米も防血作用

の要因となっているといわれているので, イエバエ成虫に対してとの点を試験LT:約札 かなりの

忌避効果を示したが,荻虫の少いときはその効果はほとんど見られなか?た.,

最近における殺虫剤の進歩発達は著しく,跳々と新強

力殺虫剤が登助している.しかし,家庭では主として

衣料の防虫用にパラジクロールベンゼン,ナフタリン

樟脳などが今日でも広く比和されている.

'これ らの防虫剤は一般に呼吸iUならびに接触招とし.

で作用するものであるとされており,Lehmanl),Tat-

tersfield2),'･により, パラジクロ-ルベンゼンとナフ二

クー)ンの呼吸1相性の比較研兜が行われている. しか

し,その抜J蜘!3位については明らか!こされていないの

で,この点をアズヰゾウムシ成虫をIT]いて浸出はによ

り.柑脳についても比較検討した.試験の結架;その

-Ju性はいずれも低いものであり,それぞれの.LD5｡は

パラジクロールベンゼン 7.95g/100mi,柑脳 4.47g/

100ml,ナフタリン 2.24g/100mi Ir.あった. /

Tattersfieldはアプラムシに対する試験の結架,チ

フタl)ンがパラジクロールベンゼンより磁性の払いこ

とを認め,Lehman も甲虫類に対して同様の結論を

え,その50%致死時raJから,薬剤の恭気飽和状憩では

イヾ.9･ジクロ-ルベンゼンのii3位がナフタ-I)ンより払い

那,同7-拡波 においてはナフ.タ.))ンのi諒性がパラ七.ク

ロールベンゼンの10倍ないし14倍の毒13性をもつことを

朋らかにしている.著者の試験結果においても,ナフ

タI)ンq)iu性が最も強く,′その･LD50はパラジクロー

ルベンゼンの3.5倍,樟脳の2倍であった.

･また Bottimera)はパラジクロールベンゼンおよび.)
ナフタ･リンの忌避効米をイガ幼虫を用いて行い,室内

的班川ではWIA:な効米がないとのべている.柑脳につ

いては評価されていないので,著者はイエバエを川い

てT型g嗅覚汁 )により,これらの物Tiの忌避効恥を

評価した∴

試験の結果を忌避指数であらわすと第4炎の通りで

あり,水星が多い場合はかなりの忌避効果を示すが,

共琴が滅少するとその効果は急激iこ低下し,共立が
1mg/100cm2以下ではほとんど忌避効果はみとめられ

ず,Bottimerの結果と同様であった.
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本葬験を行うに当り,極々御指等御班宜を舶った三

共株式会社野洲川工場長梅村工障士,周工場次長浜田

吉-氏ならびに忌避作用実験を御指等いただいた同池

田安之助博士に対し厚く御礼申し上げる.

夷 験

･〔I) 疲触ILU性試験
I1)･供 試 薬 剤一

失験に用いた衣料防虫剤は市販の約魁締脳 (mp

1760)パラジクロールベンゼン (mp530),ナフタ.)
1

ン (mp80')であり,比較対府としてリンデi,(mp

l120),iLchloro租mphor5'を用いた. これらの眺試

糸剤は弟1炎に示したような乳剤解放を調糾し.有れ,

ぞれ所定nl皮に稀釈してtJも試した.

ーTable1. Formulationofst∝kemulsionT･

Toxicant 15%.～
Emulsifier(Toxmu1-500) 19懐 こ

carbolntetra'chlorideノ .I;.,Jl,QJ%--
Ⅹylene 65%

2) 眺 試 昆 虫

三共株式会社野洲川工場昆虫室に.{累代飼育したア

ズキゾウムシ (CalZosobyuihu-sycht'nensrs.L･)の羽化

後24時間なV.,し48時側を経過した郎全なJ戊山を-.1̂駄

たつき約25仙鵬 を蚊用した.

3) 試験方はおよび約AL･巧.賂 ′.

ia'EL;'SのSZtJlは仁美つt=.,､すなわち,■乳剤卯牧をおの
ぉの所定汲皮に稀釈し,その卵 噂J.5.rp.1亘た供試昆
虫約25個体を,絞出200で20秒間浸流し,余分q)拳法

を除き,姐紙を敷いた9cmシ.ヤーレの中に移し,28O

脚卵結中に放置して48時間後の死虫数を染計し,これ

より死虫率卑算出LtiL.試験は4回行いその平均結兄
を袈示すると携2表の通りである.
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Table2. Comparativeeffectivenessinpercentmortalityofhouseholdins∝ticidesagainst
theadultsofthed2:uklJtkan ☆ievil,■1CatTosobniChliSChl'nenst'sL.tinlaboratorytests.Av;erage
offourrepetition. Testcompoundswereappliedbytheusualdippingmethodfor20sec.at
20..Thetreatedinsectswerekeptat28'･for48hours.

m'2炎の純栄を Blissのプロビットに変換し,非爪

と致死率との関係を示すと折1図の迫りであり,さら

に冊易計ITFは8'によりその LD50 を求めるとパラジク

ロールベンゼン.7.95g/100ml,柿脳 4.47g/100ml,
ナフタ.)ン 2.24g/100mlであり, ナフタt)ンの招性

が最も強く,つづいて柿脳であり,パラジクロールベ

ンゼンの招性が瓜も弱かった.
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Fig1. Dosage･mortalitycuⅣesofadultsof
razukibeanweevilforhouseholdinsecticidと畠.

'､Ⅰ α'-chloroぐaThphor IIINaphthalene
/ⅠI I)-Dichlorobenzcne tVICamphor■

A～.

〔ⅠⅠ〕 忌避効力試験

1) 供 試 薬 剤 `

宍輪に用いた衣料防虫剤は宍験 〔り と同一のもの

であり,比校対爪として家机忌避剤であるTabutrex

(di-ll-butylsuccinate)の耶製晶(bp108./4mm)を

用いた.

2) 供 試 昆 虫

三共株式会社野洲川工場昆虫室にて累代飼符したイ

エバエ (Muscadomestl'caL.) の成虫の雌牲印で羽
化後3-5日を経過した馳全な個体を試験1同にづき

20匹宛使用した.

3) 試 験 万 は

木試敗に採用した実験法霞は第2図に示したような

T型筒喚究計l)であり,反応測定室は肩径 3.4cm長

さ!=3cm (内容fl'l約 430ml)である∴

そのrll火川両には田径 1.8cm の昆虫投入口および

上方に向って正i径 1cm の排気口が とりつけてある.

非剤飽和宝としては 500mlの広口瓶を用い, また照

円の湿度調節には塩化ナト1)ウム飽和紋を入れた 250

mlの広口瓶を使用した. 各部分の述綿にはガラス田

およびビニール管を用い,伽のTtや反応TFの雨b;f椙はす

べてコルク棺を用いた.耶内の流速調節は送風鞄と氾

舵.調節瓶の迎納邦で行い,調節べんにはスク.),1-ど

ン≠コックをILR用した.

･桝試胡刑はアセトンだ7'披とし,fTrTi:爪の灘剤を含ん
だ-定流を諮発両も'tlOOcmg(ScmxlOcm-め泌紙の

衣裳両机)の姐紙に均一に吸荊せしめ,宝由220中に

約2'0分間放置してアセトンを押発せしめた後,･この処

理紙を薬剤飽和瓶に入れて供試した.試験時の反応管

内の流速は 1800ml′/時間とした.

イエバエは宙径 1.8cm 長さ 20cm の試験管に入

礼,これを昆虫投入口に接続した/.薬剤め流通開始よ

6̀7



防 虫 科 学 箱 26 巻-Ⅲ

Fig2. Diagramofanolfactometer

A)blower B)saturatedNaCIsolution C)flow･

車eter D)saturationchamtx,r E)testchamber
F)hsectentrance G)airoutlet H)light

り10分後にわいてイエバエを反応管に入れたが,この

歩合,イエバエのもつ正の走光性を利用して,投入口

の反対川の正面より氾灯光を田射して,イエバエを反

応矧勺へ村人した.試敗はすべて均一.q明条件のもと

で行い,LiLL:将 に平行して 30cm の高さに吊 した1
low ･'配光灯を光蹄としてFT]いた.

4. 効果の判定と効力の表示法

効鵜の判定は中央より投入したイエバエの管内両側

へ移行する歎,もしくは管内川壁に静止する数を基礎

とする.すなわち,投入屯後および以後10分r凸偶 で3

円1Jイエバエの管内移行数を塩察記録し,狩られた値
は次式により計算を行い,忌避もしくは効力指数とし

て袈ホした.

忌跳 放--i-sl x100(%)

的し,Cは泊Tyrな/兄流 (知宅処刑!)AITlに入ったイエバ
エ数,Tは供試柴剤の央気純8tlJに入ったイエバエ数,

Table3. Percentolfactoryrepellencyof
householdinsecticidestestedwithvarious

dosagesagainstthefemaleadultsofhotl･
scflies,MuscadomesiicaL.,at220-240,
relativehumidity72-80%.Averageof
fourrepetition.

Compound

★Commercialflyrepellent(di一針butylsu∝inate)
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Sは観察記録したイエバエ数の合計値.I

5.､実験結果および考察

上記の実験はにしたがいT型管喚覚計を川いさu7i:し

た場合の,各薬剤の自然揮発臭に対するイエバエの忌

避指数は鰯3去のとおりである.

節3=iiの結果から,共益の多い場合パラジクロ-ル

ベンゼンは'タブトレックスに匹敵する忌避指数を示

し,梓脳はやや低く,ナフタ.)ンが段も低かった.そ

のJlEi位はそれぞれの詣気圧に比例している.しかし従

量の減少によって忌避指数は急速に低下し,1mg/100

cm2以下では効果はみられなかった.

要 約

1. ナフタリン,パラジクロールベンゼンおよび樟

脳の接触的毒性を浸硫法によりアズキゾウムシ成虫を

用いて試験した結果きわめて低いものであり,接触的

招性は防虫効果の主な要因ではなかった.しかしその

弓tj性の故さはナフタt)ン,樟脳,パラジクロールベン

ゼンの項であった.

2. 上記鵡剤の忌避効果をT型矧塊JLE.汁によl)イエ

バエ嘩成虫を用いて試映した結凪 かなl)の効鵜をホ

した. よって忌避作用も防虫作用の出川となってい

ち.しかし薬虫の少いときはほとんど効lttが見られな

い.
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Thecontactpoisoningactivityofthehousehold

insecticides;suchascamphor,naphthalenc.and

I)Jichlorobenzene;wastestedinlaboratoryby

theusualdippingmethodagainsttheadultsofthe

azukibeanweevil,CallosobruchusclLz'nellSt'sL.

Thecontactpoisoningactivitiesofthesecom-

poundswereverylow,whiletheorderofeff∝ti･

venesswasnaphthalene.CamphorandL･Jichloro-
benzene.

Clothingandothermaterialsinclosedspaces

areprotectedbythevapoursofthe駆 intecticides
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astheEumigantsorrespiratorypoisons,butthese effectivenesswasfairlyhigh ascompard witha

insecticidesmayactastherepellent.Therepellent commercialflyrepellent,Tabutrex.

activitywastestedagainstthefemaleadultsof ltwasfoundthattheprotectiveactivityof

houseflies,MuscadomesLfcaL..bytheT-type householdinsccticidcsmaybeattributedtothe

olfactometerasshown inFig.1. Therepelletlt repellentactiyityaswellasrespiratorypoisons.･

抄

新しい多目的有捷燐化合払 RIecArbAm.

(M.Pianka;M∝arbam,ANewMultipurposeOr一

ganophosphorusInsecticide. Chem.&Iud.,1961,

324.)

ある種の Carbamateは殺虫作用を持つ叫が知られ

ているが (Dimetan.5,51dimethyldihydroresorcinol

dimethylcarbamate',Pyrotan.3-methyll1-phenyl･

pyrazololyl-(5)-dimethylcarbamate;Isolan.1-iso･

propy1-3-methylpyrazolyl-(5)-dimethylcarbamate;

PyramL7E.2-J卜PrOpy1-4-methyl･pyrimidyl･(6)･dime.

thylcarbamate;Sevl'n,N-rnethyll1-naphthylcarba･

mate)一般にその道用和田がせまくダニ獄の-予防にも,

叉経済的な点からも余り用いられていない.祈者等は

この通用昭関を拡大する目的で布機燐化介物とcarbZi-

mateを締合して

….)苛･Y･cIT･CO･N･COOR･Il I
R2 Ra

(XとYは0又はSを,Rl.R空,R3.I_R4は爽なる
置換誠を示す)

以上のような系統の一連の化合物を合成し広暇な

研究を拭けて釆たがこの中で 0,0-diethylS-(N-

ethoxycarbonyl-Ⅳ一methylcarbamoylmethyl)phos･

pborothiolothionate(肌用名 mecarbam)

≡::)…-S･cHe･CO･N･COごEtl
Me

が応も有効である部がわかった.

この物矧まbp1440/0.02mm.niio1.5138の淡丑で

門色の油である.実験室における接触試験の結果 10

p･p･m･の水だIE紋で blackbeaやaPhis(AZ･hisfabae
Scop).とgreenhouseredspider(TeEranychustela-

riusL.)を完全に粁Tl'JFが川釆父頂の7B面にいるア

プラム∧シ,ダニ獄をも'J揃 !･n-/1了によって耶除する郭が
可能である.

ダニ卵に対しても有効且つ持紺rJ7'1即効恥を示し,妃
に双趨頬幼虫,イエバェの蛸,成山,ミバエ成dlに対

しても有効である.

蘇

Mecarbam を実際に班FT]する吻合には 0.04-0.08

,%で田場作物に対して,400gハleCtare,果樹間,1kg/

hectareの割合で撒布する.

Mercarbam は anticholinesterase作用を持つがそ

の阻笥からの同役は速かである.従ってその作用は帯

机的ではないらしい.

Mecarbam の ratに対する招作用は PAM によ-i

て容易に且つ完全に回役する.

Mecarbam の急性経口毒性は低く体茄 mg/kgi)

LD50肌は mice106;kt31-35;guineapig65･,

rabbit60である又皮Tl耶こ対する譲位も低くratに

よる宍駅で LD50>1000mg′化gで,且つ恭矧 こよる

阿告も殆んど佃祝して良い. (稲桝修司)

2-Metlly1-2-pentenAl,タマネギの揮発成分中の-の

化合物

(2-Methy1-2-pentenal,aCompolmdinOnion

Vapours.ArtturiI..VirtanenandC.-G.Spare,

SuomenKemJ',,34｣B,18,1961)

タマネギに水を加えてすりつぶし,真空ポンプでそ

の押発成分を吸い上げ, N2竿 2,4-dinitrophhyl-

hydrazineの稀釈桁紋へ研き･生成した粗hydraz?neか
ら4球の carbonyl化合物をcellulosepowderカラム

を通して分離した.Acetaldehyde,propionaldehydeの

hydrazone以夕日こ,高級の未知 aldehyde2樺を分離

した.未知物質中主な万は元苅分析,03分脈(分脈生

成物として pyruvicacidなえる),似点, M･'.ぴに分

成物との氾似,亦外, 駅夕日吸収, それにペーパーク
｡マtlか らこの aldehydeが 2-methy1-2-pentenal

(CIT8CII.q･CII=C(CIIa)･CIIO)であることを抑詔した.

この物11の前耶物TIをnJ)らかにするためにタマネギの

中の酢累をtrichloroaceticacidで分解し,水蒸気蒸潤

で溜出した揮発性carbonylをhydrazoneとし,これ

をカラムで分離する.この処理方法では2-methy1-2-

pentenal は非常に少いが,trichloroacetit去cidを加

えるitJTlに 1時間放置してから同様の処理を行うと2-

methy1-21pentenalは正規の量がえられることがわか

った,従ってこのものはすりつぶされたタマネギの申
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